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支援機器 Brain plasticity-based cognitive training（BPCT ソフトウェア） 
分類(ISO9999) 4 
試験相 2 
研究仮説（目的） 
の概要 

外傷性脳損傷後（TBI)の被験者に BPCT が使用でき通用するかどうか検討すること 

研究デザイン 対照なしの介入研究 
障害・疾患 外傷性脳損傷後 
対象者・数 障害者１０人 
主要アウトカム 自動神経心理学的評価測定（ANAM) 前頭葉機能に対する行動評価（FrSBe) 
副次アウトカム 1 CFQ 
副次アウトカム 2  
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 無 
結果の概要 認知機能は改善し、BPCT が通用することを示唆 疲労が最も多い副作用 
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「支援機器の臨床評価および利用効果データベース」 
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